
                           

 

             学 長 定 例 記 者 会 見  要 項   

 

日  時： 平成２５年６月１８日（火） １１：００～１１：３０ 

場  所： 事務局第二会議室（小白川キャンパス、事務局４階） 

 

   発 表 事 項     

１．平成２５年度ＹＵ－ＣＯＥ（山形大学先端的研究拠点）が決定 

２．ペルー国立３大学との相互の修士学生派遣による新たな国際交流の展開 

３．山形大学７つのサテライト設置と日本語チューター派遣 

４．平成２５年度「やまがた６次産業ビジネス・スクール」(第５期)を開校します 

５．平成２６年度山形大学入学者選抜要項を公表します 

 

  お 知 ら せ     

１．「第２６回タンデム加速器及びその周辺技術の研究会」の開催  

 

 

（参 考） 

○ 次回の学長定例記者会見（予定） 

日  時：平成２５年７月２日（火）１１：００～１１：３０ 

場  所：事務局第二会議室（小白川キャンパス、事務局４階） 



 
 

プレス発表資料               

                                   平成 25 年 6 月 18 日 

                                  山  形  大  学  

 

 

平成２５年度ＹＵ－ＣＯＥ（山形大学先端的研究拠点）が決定 

山形大学ナスカ研究所をYU-COE(S)に認定し、新たに３件の研究グループ
への支援を決定しました。 

 

  山形大学では、国際的に通用する高い水準にある研究拠点や、研究成果が社会、地域に大
きく貢献する研究拠点を重点的に支援するとともに、将来、そのような拠点となり得る研究
グループを発掘し、育成することを目的として、ＹＵ－ＣＯＥ形成支援を行っています。 

平成２５年度は、ＹＵ－ＣＯＥ（Ｓ）４件と(Ｅ)１４件の研究グループへの支援を決定し
ました。 

 
◆ＹＵ－ＣＯＥ（Ｓ） 
大型の競争的資金を獲得するなど、外部からすでに拠点として認められている研究グループ 

  研  究  拠  点 拠点リーダー 新規・継続 

１ 総合スピン科学 理学部・教授 岩田 高広 H21 年度から継続 

２ 分子疫学 医学部・教授 嘉山 孝正 H21 年度から継続 

３ 有機エレクトロニクス 理工学研究科・教授 大場 好弘 H21 年度から継続 

４ 山形大学ナスカ研究所 人文学部・教授 坂井 正人 新規 

※山形大学ナスカ研究所は、平成２２年度にＹＵ－ＣＯＥ（Ｅ）に採択され、３年間支援を受けていました。 

 
◆ＹＵ－ＣＯＥ（Ｅ）[E=Exploratory] 新規分 
将来、国内外の先進的研究拠点となる可能性を有すると認められる研究グループ 

  研  究  拠  点 拠点リーダー 

１ 分子標的抗癌剤による薬剤性肺障害研究拠点 医学部・教授・久保田 功 

２ 次世代バイオマス分子資源開発センター 理工学研究科・教授・西岡 昭博 

３ 
ライフ・３Ｄプリンタ創成センター 

Life-3D Printing Innovation Center(略称 LPIC；エルピック) 
理工学研究科・教授・古川 英光 

 
 

 

 （お問い合わせ） 
  企画部研究支援課（渡邉・髙橋） 
      電話：０２３（６２８）４８４５ 
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プレス発表資料 
 

平成２５年６月１８日                  

山 形 大 学 

ペルー国立３大学との相互の修士学生派遣による新たな国際交流の展開 

山形大学は、５月２７日にペルー共和国リマ市にあるサン・マルコス国立大学と、翌

２８日にはペルー国立工科大学(同市)と大学間交流協定を締結しました。 

これにより、昨年１２月に協定を締結したラ・モリーナ国立農業大学(同市)とともに、

修士学生の相互派遣をはじめとする新たな交流の展開が期待されます。 

 

◆今後期待されること 

１．ALIANZA ESTRATÉGICA（戦略的大学連合）との連携強化による留学生の受け入れ 

海外で就学を希望する留学生のために、ペルーの国立大学長らで構成されている戦略

的大学連合は、これまでに約1,000人の学生を世界各国（特にヨーロッパ）に派遣して

おり、この制度を使い、本学への留学を促すことが今回確認されました。 

具体的には、同連合が日本に留学する留学生に対して月額約800ドルの学資を貸与し、

山形大学側では大学院博士前期課程（修士課程）の学費・入学料を免除するという仕組

みを検討しています。 

これにより今後、３つの国立大学から毎年、最大で各校２名ずつを受け入れることが

可能となります。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

  

 



 

２．ペルー共和国における国際交流・学術研究の推進 

  今回は、昨年12月に大学間協定を締結したカトリカ大学、ラ・モリーナ農業大学の学

長や国際交流担当者らと、今後の山形大学との学術交流や共同研究の推進、学生の相互

派遣の方法等、また、ペルーに設置している山形大学サテライトの今後の活動内容につ

いても話し合い、検討を行いました。 

山形大学では、今後、ペルーにおける協定校との間で、更なる学術・国際交流を深め、

教職員・学生の交流、シンポジウムやセミナーの開催、共同研究、教育・研究に関する

情報交換等を推進する予定です。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

協定書締結後のアウレリオ学長（右から６番目）ら 

との記念撮影（工科大学） 

 

 

３．南米地域における他の協定校と連携した形での活動展開 

ナスカ研究をはじめとした南米地域（ペルー、チリ、ボリビア）における他の協定

校と連携した形での活動展開も期待されます。(他の協定校：タルカ大学(チリ)、サ

ンアンドレス大学(ボリビア)) 

 

 

※サン・マルコス国立大学：アメリカ大陸で最も古い大学として知られ、今年が設立462年目。20学部

を有し、学生総数約３万人の総合大学。ペルー国内の国立大学では、最高学府と称されており、数々の

著名な学者・政治家・経済人を輩出している。 

※ペルー国立工科大学：設立以来、136年の歴史を有し、同国の工学教育を先導してきた大学。11の工

学系の学部を有し、学生総数約１万人の国立単科大学。これまでに日本政府との間で地震・津波の減災

技術研究を実施してきた大学としても知られている。 

 
 

 

 

 

 

 

（お問合せ先） 

渉外部渉外課（国際交流室） 

迎田、石澤 

電話 ０２３－６２８－４１１８ 
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                                   平成２５年６月１８日                  

山 形 大 学 

 

山形大学７つのサテライト設置と日本語チューター派遣 

山形大学は、７つの国・地域にある協定校に海外サテライトを設置し、活発な

国際交流を行います。また、それらのサテライトへ日本語チューターとして本学
学生を派遣し、グローバルに活躍できる人材を育成します。 

 
◆海外サテライトを設置している(する予定の)大学 
 １．ハノイ農業大学(ベトナム) 
２．延辺大学(中国) 
３．ジョモケニヤッタ農工大学(ケニア) 
４．カトリカ大学、ラ・モリーナ国立農業大学(ペルー) 
５．ガジャマダ大学(インドネシア) 
６．マレーシア工科大学(マレーシア) 

７．ラトビア大学(ヨーロッパ(ラトビア)) 
 
 
◆海外サテライトにおける活動 
・国際交流担当教員の派遣 
・山形大学の紹介、現地の学生・研究者交流の情報収集 
・海外留学及び外国人留学生の増加に向け、情報の発信と収集 
・日本語教室の開講と本学学生を日本語チューターとして派遣 

 
 
◆日本語チューター 

・平成２４年８月末から平成２５年３月末までに派遣したチューターの人数は、
計３１人。(女子２３人、男子８人) 
・派遣期間は２週間～１ヶ月程度で、派遣にあたっては４万円を支援している。 
・帰国したチューターが報告会を行い、体験談を通して情報を共有し、次期プロ
グラムの改善につなげる。 

・現在は、８月からベトナム及びケニアへ派遣する日本語チューターを募集中。 
 

 

 

 

 

（お問合せ先） 

 渉外部渉外課（国際交流室） 

迎田、石澤 

電話 023-628-4118 
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日本語チューター派遣 2013/6/18 

1 

「日本語チューター派遣制度」の目的と実績 
                     

・2012年8月2日より、ハノイ農業大学（HUA）に日本語チューターを派遣 
→山形大学の学生が、グローバル化時代に適応した人材育成の一環 

・グローバル化時代に適応した人材とは、（１）自分を知り、（２）相手を知り、（３）状況に合わせて臨機応変創
意工夫できる適応力を持ち、（４）優れたコミュニケーション能力を持つ、必要がある 
（１）自分を知る 
・学生は日本語チューターとして教壇に立つと、HUAの学生の注目を一身に浴び、自分が何者かを考えざるを

得ません。その際に、異国では、自分は日本を代表しているわけですから、自分が育った日本の歴史や文化
を考えます。 
 （２）相手を知る 

・授業やその他の時間に異国の学生と深く接することで、同じ事象に対する、相手の考え方や行動規範の相
違を知ります。  
（３）臨機応変に創意工夫できる適応力を育てる 

・この日本語クラスは課外授業ですから、多くの場合、正規の授業とぶつかります。したがって、いつでも出席
できるし、何度でも出席できるようにしました。その結果、学生の数は変動するし、質にバラツキも出てきます。
この状況の変化にどう対応したらよいか考えざるを得ません。 
 （４）優れたコミュニケーション能力の形成 

・授業は、日本語だけでは成り立ちません。英語を媒介にします。否応なく、異なる局面で使う表現をあらかじ
め用意しておく必要があり、時制や助動詞の使い方にも神経が行き届くようになります。 
 

チューター派遣人数は、Ｈ２４年８月末から３月３１日：女子23人、男子8人、計31人 

【ハノイ農業大学への日本語チューターからの感想】 

日本語チューター（地域教育文化学部１年）：いよいよ明日が最後となりました。本当に、ここまで
密度の濃い時間を過ごせるとはいませんでした。これからの自分の人生に、確実に何かしらの影
響を与えてくれただろうと思います。将来教員になって青年海外協力隊のようなもので海外に出
たいと思っているので、そういった意味では本当に良い経験ができましたが、自分の将来どうこう
でなく、いい経験ができました。言葉では表せないような経験ばかりです。こうした経験ができた
のも、安田副学長はじめ山形大学の皆様、大崎先生、ハーさん、そしてこちらの学生たちの支え
あってです。本当にありがとうございました。残り１日をしっかり過ごし、帰国したいと思います！
本当にありがとうございました。 

少人数日本語クラス 
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平 成 ２ ５ 年 ６月 １ ８ 日 

 山 形 大 学 

 

平成25年度「やまがた６次産業ビジネス･スクール」 

（第５期）を開校します。 

食農ビジネスの高付加価値化を実現するために、経営感覚と起業家精神を持っ

て６次産業化の取り組む人材・経営者（及び将来の経営者）を育成するため、 

７月より「やまがた６次産業ビジネス･スクール」を開校します。 

現在、受講者を募集中です。 

 

１．スクールの概要 

本事業は、農林水産省「新産業人材創出育成事業」の採択を受け、山形大学、山

形県、農業団体などで組織する「やまがた第６次人材創生コンソーシアム」（事務

局：フィデア総合研究所）が主体となり、実施します。 

本スクールは、今年度で５期目を迎え、修了者もすでに112名を数えており（延

べ受講者数154名）、農水省が認定する６次産業総合化事業計画の県内認定者40名

（平成２５年５月末現在）のうち、本スクールの受講者が8名を占めています。 

今年度は、昨年同様、県外での販売実習などを取り入れるほか、新たに既存受講

者や県外で６次産業化を目指すグループとの交流に力を入れるなど、より受講者の

ビジネスに直結するよう内容を充実させていきます。 
 

２．スケジュール、修了要件 

■開校日程 平成２５年７月９日（火）開校 

平成２６年２月まで、週１回程度、概ね1回４．５時間程度の講義を実施 

■修了要件 年間９０時間以上の講義を取得し、ビジネス計画書を策定すると「修了」

となり、審査委員会の認定を経て山形大学より「履修証明書」を授与 

 

３．募集内容 

■募集定員 ３０名程度（農業ビジネス管理コース、食品ビジネス管理コース、 

交流・観光ビジネス管理コース それぞれ１０名程度） 

■出願期間 平成２５年６月５日（水）～平成２５年６月２６日（水）まで 

■受 講 料 ５万円（教材費、宿泊研修の交通費、宿泊費などの実費に充当） 

 

（問合せ先） 

〒９９０－２４７３ 山形市松栄１－３－８山形県産業創造支援センター内 

株式会社フィデア総合研究所 ６次産業推進事務局（担当：加藤・村山・佐藤） 

ＴＥＬ：０２３－６７４－０９４３ ＦＡＸ：０２３－６７４－０９４４ 

ホームページ：http://www.6ji.jp     Eメール：info@6ji.jp 



















 

 

プレス通知資料 
 

平成２５年６月１８日    

山 形 大 学 

 

平成２６年度山形大学入学者選抜要項を公表します 

 
平成２６年度山形大学入学者選抜要項を公表します。入学定員（1,685人）は

前年度と変更はありませんが、主な変更点等については次のとおりです。 
 
１ 募集人員の変更 
 （１）選抜試験ごとの募集人員の変更 

   １）前期日程      ３人増（昨年度１，１１１人→１，１１４人） 

   ２）ＡＯ入試      ５人減（昨年度   １７人→   １２人） 

   ３）推薦入試Ⅱ     ２人増（昨年度   ９０人→   ９２人） 

 （２）学部における募集人員の変更 

   １）理学部 

      前期日程     ３人増（昨年度  １２５人→  １２８人） 

      推薦入試Ⅱ    ３人減（昨年度   ３５人→   ３２人） 

   ２）医学部 

      前期日程     ５人減（昨年度  １３３人→  １２８人） 

      推薦入試Ⅱ    ５人増（昨年度   ２０人→   ２５人） 

   ３）工学部フレックスコース 

      前期日程        ５人増（昨年度   ３０人→   ３５人） 

      ＡＯ入試     ５人減（昨年度   １０人→    ５人） 

  ※ 前年度（平成２５年度）の入学定員・募集人員は別添資料のとおりです。 

 

２ 入学者選抜実施教科・科目等の主な変更点 
  ○ 理学部物理学科 

      推薦入試Ⅰ  

            変更前：小論文、面接  

       ↓      

      変更後：面接（口頭試問を含みます。） 

  ○ 工学部フレックスコースシステム創成工学科 

       前期日程 個別学力検査等 

      変更前：数学（数学Ⅰ・数学Ⅱ・数学Ⅲ・数学Ａ・数学Ｂ・数学Ｃ）、理

科（物理Ⅰ・物理Ⅱ、化学Ⅰ・化学Ⅱから１） 

       ↓      

      変更後：数学（数学Ⅰ・数学Ⅱ・数学Ⅲ・数学Ａ・数学Ｂ・数学Ｃ）、理

科（物理Ⅰ・物理Ⅱ、化学Ⅰ・化学Ⅱから１）、面接（口頭試問を

含みます。） 

 

３ 選抜要項の請求方法について 
  山形大学のホームページ（パソコン、携帯電話、スマホ）から請求してください。 

 

 

 

 

（お問合せ先） 
ｴﾝﾛｰﾙﾒﾝﾄ･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ部入試課 

  今 野 
 TEL(023)628-4141 
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平成２５年６月１８日 

山 形 大 学 

 

１．「第２６回タンデム加速器及びその周辺技術の研究会」の開催 

 この度、山形大学高感度加速器質量分析センター (YU-AMS センター )が主

催し、「第 26 回タンデム加速器及びその周辺技術の研究会」を開催します。 

この研究会は、タンデム加速器を中心とした静電加速器施設における技術

者・研究者の現場レベルからの話題提供を通じて、参加者相互の情報交換を

図り、関連研究の発展に資することを目的として行われています。タンデム

・静電加速器に関する施設報告及び技術開発発表に加えて、様々なビーム高

度利用分野からの研究発表をしていただきます。 

◆開催日時：７月５日（金）～６日（土） 

   ◆開催場所：ホテルキャッスル山形 

   ◆参加費 ：一般２，０００円 大学院生及び学部学生：１，０００円 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕 

 

 

※これまでの学長定例会見でお知らせをしたもので開催がせまっているイベント 

 

１．学長特別講演会の開催について 

『ソフトパワー大国をめざして～山形からの発信の可能性～』と題して、小白川、飯田、

米沢、鶴岡の４キャンパスにおいて、結城学長が講演を行います。 

◆対  象：一般市民の方及び学生・教職員 

◆開催日時：米沢キャンパス  ６月２１日（金）16:30～17:30 

      小白川キャンパス ７月 ４日（木）16:30～17:30 

鶴岡キャンパス  ７月１９日（金）16:30～17:30 

飯田キャンパス  ７月３１日（水）16:30～17:30 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕 

 

２．第１回 最上義光没後４００年記念「最上義光シンポジウム」の開催について 

最上義光没後４００年を記念し、山形大学都市・地域学研究所では、最上義光シンポジウ

ムを２回開催します。なお、２回目は９月１４日（土）の開催を予定しています。 

◆開催日時：６月２３日（日）13:00～17:00 

◆開催場所：基盤教育２号館２２２教室 (山形市小白川キャンパス) 

◆入場料等：入場料は無料。ただし、資料代として１００円。 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕 

 





結城章夫 学長 

学長特別講演会（「結城プラン２０１３」） 

我が国の将来と我々の生き方を考える 
 

 演題 『ソフトパワー大国をめざして 
          ～山形からの発信の可能性～ 』 
 
 「品格ある国家とは何か」 
 「人生を強く豊かに生きるための人間力とは」 
 

  今、私たちの生き方を考えます。 
  東北、山形からの発信。そして挑戦！ 

演題 『ソフトパワー大国をめざして 
          ～山形からの発信の可能性～ 』 

対象： 一般市民の方及び学生・教職員 

開催日時: 以下のとおり各キャンパスで 
      開催いたします。 

  ○米沢キャンパス   平成２５年６月２１日（金）16:30～17:30 
                会場 ： ４号館１階 大示範教室 
  

  ○小白川キャンパス 平成２５年７月 ４日（木）16:30～17:30 
                会場 ： 基盤教育１号館１階 １１２教室 
  

  ○鶴岡キャンパス   平成２５年７月１９日（金）16:30～17:30 
                会場 ： ３号館３階 ３０１教室 
  

  ○飯田キャンパス   平成２５年７月３１日（水）16:30～17:30 
                会場 ： 基礎・臨床講義棟 大講義室 

本件に関するお問い合わせ先： 山形大学渉外課（社会連携担当） 
                     ＴＥＬ ０２３（６２８）４８４０ 

※開催日順掲載 

※各会場に専用駐車場はありませんので，公共交通機関をご利用下さい。 
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